
財団法人エンゼル財団 

 

事 業 報 告 書 

（2005 年 4 月 1日～2006 年 3 月 31 日） 

 

 

【Ⅰ．事業の概要】 

2005 年 3 月 7 日に開催された第 28 回理事会において承認された事業

計画に基づき、次の事業を実施しました。 

 

１．事業計画：実施額 

 

事 業 項 目 予 算 額 決 算 額 

（１）余暇時代の生活文化に関す

る研究 

５,５３２ 千円 ８,０４０ 千円

（２）家族のあるべき姿に関する

研究 

５,８７０ 千円  ３,２５７ 千円

（３）研究の成果の普及・啓発 

 

７,１５２ 千円 ９,９５７ 千円

（４）上記に掲げる研究に関する

会合・催しの開催・支援 

１００ 千円

（５）上記に共通する事業費 

 

８,４００ 千円  ８,０１４ 千円

 

事 業 費 合 計 

 

 

２６,９５４ 千円

 

 ２９,３６８千円
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２．事業の実施内容 

 

事業項目 実施内容 

（１） 

余暇時代の

生活文化に

関する研究 

 

 

 

①ダンテフォーラムin京都「文学と芸術の対話～フィレンツェ

の魅力・京都の魅力」開催 

★2005 年 2 月に開催した「第 1回ダンテフォーラム in 京都」

の成果を踏まえ、「文学と芸術の対話」をテーマに文化・芸

術の意義への関わり方を深めるフォーラムを実施。 

◆講師：高階秀爾（京都造形芸術大学院院長）、今道友信（英

知大学教授）、岡野弘彦（國學院大學栃木短期大学学

長）、樺山紘一（東京大学名誉教授）、芳賀徹（京都

造形芸術大学学長） 

◆日程：2005 年 7 月 24 日（日） 

◆会場：京都造形芸術大学 春秋座 

◆日本経済新聞社、京都造形芸術大学との共催 

 

②ダンテフォーラムin東京「『神学大全』と『神曲』の対話」開

催 

★中世最大の神学者トマス・アクィナスとダンテの思想上の関

係と、その歴史的な時代背景を知り、ダンテ『神曲』の価値

について理解を深めるフォーラムを新イタリア文化会館の

落成記念して実施。 

◆講師：今道友信（英知大学教授）、稲垣良典（長崎純心大

学教授）、樺山紘一（印刷博物館館長） 

◆日程：2005 年 11 月 13 日（日） 

◆会場：イタリア文化会館 

◆日本経済新聞社、イタリア文化会館との共催 
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事業項目 実施内容 

（１） 

余暇時代の

生活文化に

関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

家族のある

べき姿に関

する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③第 3回 Genji フォーラム・スペシャル「源氏物語とシェイクス

ピア作品との対話」開催 

★「世界文学としての源氏物語」プロジェクトの一環として、

『源氏物語』とシェイクスピア作品との比較の視点をもとに

古典の価値を深め、現代に期待される文学の力について対話

を展開するフォーラムを実施。 

◆講師：ピーター・ミルワード（上智大学名誉教授）、岡野弘

彦（國學院大學栃木短期大学学長） 

◆日程：2006 年 3 月 14 日（火） 

◆会場：上智大学 

◆上智大学ルネッサンスセンターとの共催 

 

④「源氏物語全講会」を全１６回実施 

★「世界文学としての源氏物語」プロジェクトの一環として、

岡野弘彦（國學院大學栃木短期大学学長）による原典連続講

読会を中央公論新社と共同主催。 

 

 

①森永こどもプロジェクト 企画ボード研究会開催 

★家族の幸せを願い、子どもの心と身体を豊かに育むことを支

援する「森永エンゼル・こどもプロジェクト」をどのように

進めていくかを、大学の先生方に森永製菓・森永乳業の社員

の方を加えて検討する研究会を開催。 

◆メンバーの先生方 

天野正子（東京女学館大学教授、日本の家族・母親の現状と

意識）、宮丸凱史（十文字学園女子大学教授、こどものから

だづくり、運動・遊び指導論）、松田純子（実践女子大学助

教授、保育学。子育て支援・保育現場の実情とこれからの望

まれる姿）、江藤裕之 （長野看護大学助教授、言語学、子

供と言葉、母国語習得と外国語学習の環境に関して）、土屋

薫（江戸川大学助教授、プレイ理論と音楽・身体表現領域）、

谷川聡（筑波大学講師、トップアスリートの視点からみたこ

どものスポーツ） 
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事業項目 実施内容 

（２） 

家族のある

べき姿に関

する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

研究の成果

の普及・啓

発 

 

 

◆研究会の実施内容 

冒頭、二人の先生の講話を聞いた後、意見交換を行った。

◎2005 年 9 月 16 日（金） 

天野正子「変わる家族・変わる子育て環境」 

宮丸凱史「現代の子どもの身体・運動・遊びについて」

◎2005 年 11 月 1 日（金） 

江藤裕之「言葉と心 ― 母語の意味」 

谷川聡 「スポーツの自分史から」 

◎2005 年 12 月 26 日（月） 

松田純子「保育研究から子どもを見つめて」 
土屋薫 「自分史に探る『音楽の楽しみ』との出会い ―

支援・条件整備へ向けて―  」 
 

②清里自然塾 

★2004 年度と同様、森永グループの従業員の家族と家族の知

人・友人を対象に実施した。 

◆日程：2005 年８月 26 日（金）～28 日（日） 

◆会場：山梨県清里高原 キープ自然学校 

◆参加人数：91 名 

 

 

①「森永エンゼルカレッジ」コンテンツ開発・配信 

★森永エンゼルカレッジ・インターネット放送局を 2005年 
9月に本格的に開局、配信。 
 

★2005 年度に制作したコンテンツ 

2004 年 10 月～2005 年 7 月に実施した源氏物語全講会 

2005 年 7 月 24 日に実施したダンテフォーラム in京都 

2005 年 8 月 28 日清里自然塾で行ったセミナー 

2005年 11月 13日に実施したダンテフォーラムin東京 

研究紀要コーナーの設置 

 

 

 

 

 4



事業項目 実施内容 

（３） 

研究の成果

の普及・啓

発、 

 

 

 

 

 

（４） 

会合・催し

の開催・支

援 

 

 

 

 

 

 

②出版事業 

★エンゼル叢書第８号『甘えと教育と日本文化』を 2005 年 7

月１日に発刊。 

著者：土居健郎（聖路加国際病院顧問）、 キャサリン・ルイ

ス（ミルズ大学教授）、須賀由紀子（エンゼル財団主任

研究員）、 松田義幸（実践女子大学教授・エンゼル財

団理事） 

 

①『天使の美術展』に協賛 

★東京純心女子学園創立 40 周年・東京純心女子大学創立 10 周

年記念事業『天使の美術展』（全国中高生公募）に協賛する。

◆期間：2005 年 11 月 19 日(土)～12 月 18 日(日) 

◆会場：東京純心女子大学 純心ギャラリー 

◆協賛内容：財団の名称を冠した賞の授与・副賞・審査員の

参加、財政的な支援 
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【Ⅱ．庶務事項の概要】 

 

１．会議に関する事項 

 

（１）理事会 

 

開催年月日 議 事 事 項 結果 

2005年6月13日 

（第 29 回） 

１．平成 16 年度事業報告に関する

件 

２．平成 16 年度収支決算に関する

件 

原案通り可決 

 

原案通り可決 

 

2006年3月20日 

（第 30 回） 

１ 2006 年度事業計画に関する件 

２ 2006 年度収支予算に関する件 

３ 評議員選任に関する件 

４ 寄附行為変更の件 

原案通り可決 

原案通り可決 

原案通り可決 

原案通り可決 

 

（２）評議員会 

 

開催年月日 議 事 事 項 結果 

2005年6月13日 

（第 30 回） 

１．平成 16 年度事業報告に関する

件 

２．平成 16 年度収支決算に関する

件 

原案通り可決 

 

原案通り可決 

 

2006年3月20日 

（第 31 回） 

１．2006 年度事業計画に関する件 

２．2006 年度収支予算に関する件 

原案通り可決 

原案通り可決 

 

 

２ 登記に関する件 

 

登 記 日 登 記 事 項 

2005 年 4 月 13 日 理事の登記変更 

2005 年 6 月 15 日 資産の総額についての登記変更 
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３ 届出等に関する件 

 

届 出 日 届出先 提出事項 

2005 年 4 月 21 日 総理大臣 登記事項（理事・監事の異動）変更の届出に 

ついて 

2005 年 6 月 30 日 総理大臣 平成 16 年度事業報告書・収支決算書及び財産目

録の届出について 

2005 年 7 月 4 日 総理大臣 登記事項（資産の総額）変更の届出について 

2006 年 3 月 30 日 総理大臣 2006 年度事業計画・収支予算について 

2006 年 3 月 30 日 総理大臣 寄附行為、変更認可申請の件 

 

 

４ 寄付金に関する事項 

 

森永製菓からの寄付金は 30,000,000 円、森永グループ役員・従業員の方

からの募金による寄付金は 1,684,000 円、その他の寄付金は 1,040,000 円、

合計 32,724,000 円の寄付金が寄せられました。 

このうち、その他の寄付金の２分の１、520,000 円を平成４年３月２７日

に開催された第２回理事会で決議された内容に従い、基本財産に繰り入れま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7



５ 理事・監事に関する事項 

 

 常勤 非常勤 計 定数 

理事 0 12 12 ８名以上１５名以内 

監事 0 2 2 ２名 

 

２００６年３月３１日現在 

財団役職名 氏  名 常勤・非常勤 就任年月日 現  職 

会  長 松﨑 昭雄 非常勤 1991 年４月１日 森永製菓（株） 相談役 

理 事 長 森永 剛太 非常勤 1999 年４月１日 森永製菓（株） 代表取締役社長 

副理事長 大野 晃 非常勤 2000 年４月１日 森永乳業（株） 代表取締役会長 

専務理事 奥田 義孝 非常勤 2002 年４月１日 財団法人エンゼル財団 専務理事 

理  事 天野 正子 非常勤 2000 年４月１日 東京女学館大学 教授 

理  事 石原 邦夫 非常勤 2004 年４月１日 東京海上日動火災保険（株） 取締役社長 

理  事 大橋 信夫 非常勤 2001 年４月１日 三井物産（株） 取締役会長 

理  事 北島 義俊 非常勤 1991 年４月１日 大日本印刷（株） 代表取締役社長 

理  事 福士 昌寿 非常勤 1999 年４月１日 関東学園大学 名誉教授 

理  事 藤田 弘道 非常勤 1993 年４月１日 凸版印刷（株） 代表取締役会長 

理  事 松田 義幸 非常勤 1991 年４月１日 実践女子大学 教授 

理  事 渡部 昇一 非常勤 2000 年４月１日 上智大学 名誉教授 

監  事 渡辺 政宏 非常勤 2002 年７月 1日 監査法人トーマツ 代表社員 

監  事 原田 宏 非常勤 2002 年７月 1日 森永製菓（株）常勤監査役 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8


